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応急仮設住宅の供与期間満了に伴う届出書

平成　　年　　月　　日
　
嘉島町長　様

応急仮設住宅の供与期間満了に伴い、下記のとおり提出します。
記
	被災時の住所・住居の状況
	被災状況

	住所
	
	全壊・大規模半壊・半壊（解体）・その他

	状況
	持家 ・ 民間賃貸住宅 ・ 公営住宅
	

	届出者
	仮設住宅住所
	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 





建物名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部屋番号：  　　　 　    

	
	契　約　者
	
	連絡先
	

	
	記　入　者
(契約者と異なる場合)
	
(契約者との関係)

	
	現住居の
契約期間
	平成　　 年 　　月 　　日 　～　 平成　 　年　 　月　 　日


（応急仮設住宅の同居者）
	
	氏　　名
	年齢
	続柄
	
	氏　　名
	年齢
	続柄

	１
	
	
	
	５
	
	
	

	２
	
	
	
	６
	
	
	

	３
	
	
	
	７
	
	
	

	４
	
	
	
	８
	
	
	


（１） 住まいの再建方法・再建支援策の活用（予定）について（該当する□にチェック）
	お 住 ま い の 再 建 方 法

	
□自宅を再建
(建設・修理・購入)
	
□民間賃貸住宅
(継続しての入居も含む)
	
□公営住宅
(災害公営住宅、既存公営住宅)
	
ｇ□その他




· 初期費用助成
助成額：一律20万円
· 利子助成
助成額：100万円程度



※現在入居しているみなし仮設住宅をそのまま再建先とした場合、転居費は対象外
· ﾘﾊﾞｰｽﾓｰｹﾞｰｼﾞ
助成額：100万円程度





□ 転　居　費　助　成　助成額：一律10万円



※利子助成、初期費用助成、リバースモーゲージ、転居費助成については、　　同封のパンフレットをご参考ください。
（２） 再建（予定）の時期について（必ずご記入ください）
	再建（予定）時期

	平成　　　年　　　月







（３） 応急仮設住宅の供与期間の延長について
（該当する□にチェックおよび必要事項を記入ください）

· 延長を希望しない（供与期間２年以内に退去する）
・応急仮設住宅退去時期　平成　　　年　　　月（予定）
・転居先について、いずれかに ○ を付けてください。
　　　　　（ 自宅 ・ 民間賃貸住宅 ・ 公営住宅 ・ その他［　　　　］　）
· 延長を希望する　　⇒　（４）へ

（４） 供与期間内に退去できない理由について（該当する□にチェック）
※添付資料について、◎は必ず提出する資料、○は必要に応じて提出する資料です。
	再　建　先
	供与期間内に退去できない理由
	添 付 資 料

	□自宅の再建①
	工期の関係等（契約した建設業者から示された工期等）から、仮設住宅の供与期間内に自宅を再建できない
	◎建築請負契約書または不動産売買契約書（契約書がない場合は見積書）

	□自宅の再建②
	公共事業等（土地区画整理事業、地盤改良事業、農地転用等その他法律に基づく諸手続き等）に日数を要し、仮設住宅の供与期間内に自宅を再建できない
	◎個別理由申立書

	□民間賃貸住宅①
	健康悪化等により1階の物件またはエレベーター付きの物件を探しているが見つからないため、仮設住宅の供与期間内に退去できない
	◎個別理由申立書
○診断書

	□民間賃貸住宅②
	[bookmark: _GoBack]高齢者世帯、障がい者世帯、ひとり親世帯等で、公営住宅に入居する場合の収入基準に該当し、現在の物件より家賃の安い物件を探しているが見つからないため、仮設住宅の供与期間内に退去できない
	◎個別理由申立書
○所得証明書
○障がい者手帳
○住民票

	□民間賃貸住宅③
	高齢者等でかつ保証人となる者がいない場合で、保証人を必要としない物件を探しているが見つからないため、仮設住宅の供与期間内に退去できない
	◎個別理由申立書

	□民間賃貸住宅④
	現在は被災時の市町村から他の市町村に転居している場合で、被災時に居住していた市町村の物件を探しているが見つからないため、仮設住宅の供与期間内に退去できない
	◎個別理由申立書

	□公営住宅①
	災害公営住宅に入居したいが、災害公営住宅の工期の関係等から、仮設住宅の供与期間内に退去できない
	◎災害公営住宅・公営住宅当選通知書
（通知書がない場合
は個別理由申立書）

	□公営住宅②
	既存の公営住宅に入居したいが、公営住宅の補修等の工期の関係等から、仮設住宅の供与期間内に退去できない
	


　添付資料と併せて同封の返信封筒にてご返送いただくか、嘉島町役場１F総合　窓口に提出ください。提出期限：平成２９年１２月１日（金）

